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【研究の背景・目的】 
IoT や AI 等の新たなデジタル技術の進展は､ソフ

トウェアの重要性と多様性をますます高めている。
より高い品質のソフトウェアを社会全体で蓄積､共
有､循環するための､より一層の技術革新が求められ
ている。 
本研究では､AI､自然言語処理､サービス化､ブロッ

クチェーン等の最新デジタル技術を積極的に活用､
連携させることで､ソフトウェア開発運用の今日的
な技術的課題を解決し､これからのソフトウェアエ
コシステムを支える技術へと展開する。具体的には､
「技術的負債の増加」､「人的資源の不足」､および､
「技術情報の多様化」といった技術的課題の詳細な
解析とその解決に向けた基盤・展開技術の開発を行
う。ソフトウェア開発運用に係る無駄を極力排除す
ることで高い経済性と持続可能性を実現し､より一
層の技術革新と新たな技術体系の構築にもつながる
創造性の高い成果を目指す。 

 
【研究の方法】 

ソフトウェア開発運用の技術的課題を次に示す３
つの「学術的問い（Research Question）」として明確に
示し､「アップサイクリング」､「適格性」､「外部技
術情報とのリンク」といった独自の着想・アプローチ
に基づく研究開発でその答えに迫る（図１参照）。 
RQ1:  プロダクト､特に､プログラムコードのアップ

サイクリングは可能か？ 
プログラムコードに内在する技術的負債の
様態を解明することを通じて､負債とされる
コードを価値あるソフトウェア資産（マイク
ロサービス等）に転換（アップサイクリング）
することは可能か？ 

RQ2:  人と AI を適材適所に配置することで人的資源
の不足解消は可能か？ 
ソフトウェア開発運用における人的資源の
様態の解明を通じて､開発運用における人と
AI の適格性評価（Competency Evaluation）を
実現し､開発運用の生産性向上と開発運用者
のスキル転換を促進することは可能か？ 

RQ3:  外部技術情報ともリンクする堅牢で持続可能
な品質管理は可能か？ 
ナレッジコミュニティや学術論文誌等から
得られる外部技術情報を､ソフトウェアプロ
ダクトと紐づけ､改ざんが不可能で第三者検
証も可能な形式で保持することで､技術的負
債の抑止・低減することは可能か？ 

【期待される成果と意義】 
本研究の成果は､ソフトウェア開発運用における

３つの概念「再利用」､「人的資源」､および､「品質
管理」を拡張し､新たな技術体系の構築につながる。
例えば､プログラムコードのアップサイクリングは､
ソフトウェア開発運用作業の大半を､「作る､修正す
る」から「選ぶ」にシフトする。人と AI の適材適所
配置は､ソフトウェア開発運用の組織や体制づくり
を変革し､より創造的な取り組みとスキルアップを
可能にする。そして､外部技術情報ともリンクする品
質管理は､学術情報の更なる活用やデジタルトラン
スフォーメーションの進展にも資することになる。 

本研究の意義は､ソフトウェア開発運用者を煩雑
な作業から開放すると共に､広範な最新デジタル技
術がソフトウェアを核として結ばれる「次世代のソ
フトウェアエコシステム」を実現することにある。 
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【研究期間と研究経費】 
 令和 2 年度－6 年度 145,400 千円   

 
【ホームページ等】 

https://naist-se.github.io/FIT4NXSE 
  fit4nxse@is.naist.jp 

 
図 1 研究開発の概要 
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